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はじめに
　本研究の基本的概念である「地域連携の必要性」に気づいたのは、群馬県富岡市の試みが全国のモデ
ルケースとなりうることを認識したことが始まりである。
　カー用品販売店「イエローハット」の鍵山秀三郎氏が“清掃教育”を推進していた。
　その内容は、公衆便所の便器などを何時間もかけて直接手で拭くという単純作業である。普通、公の
トイレの便器を手で拭くことはない。しかしその効果は、携わった人の価値観を変えるだけでなく、自
分の公共的役割を再認識するところにある。現代人は、ともすれば自己中心的になるが、他人が使った
ものを自分が汚い思いをしてでも、きれいにすることを通して、環境保全に対してだけでなく、社会貢
献の意識も芽生える。これこそ、手作業のトイレ作業を通じての人間教育であり、人材育成である。
　実際、千葉県浦安市のショッピングセンター「イクスピアリ」でもその鍵山氏の教育にしたがって、
職員が近くにある舞浜駅のトイレを毎日清掃している。ショッピングセンターの従業員教育として活用
しているだけでなく、会社のCSRとしての役割も担っている。
　この教育を全市あげて行っているのが群馬県富岡市である。そこでは小中学校で「自問清掃教育」と
いう呼び名で、便器全部を拭いて清掃している。もちろん周りも地域も清掃する。他方、地域の人たち
は「掃除をする会」を作って企業や民間の団体などどともに自問清掃を行っている。富岡市の街づくり
は小中の教育と町の民間の団体が、車の両輪となって行われている。効果としては、環境教育、異世代
交流、地域の美化、地域活性化とさまざまな点が上げられる。
　もう一つ、この富岡市の取組で特徴のあるものが、本文でも後述する物流システムである。これは「農
業大賞」を受賞した、全国的に珍しい仕組みである。
　朝採れた野菜を、富岡は山間地にあるので、大量にキャベツを作ったり、白菜を作ったりすることが
できない。各農家が多品種の野菜を少量ずっ作っている。朝収穫した野菜を農協に持ち寄り、それをトラ
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ック何台かによって毎朝東京近郊スーパーマーケットに運んでいる。富岡市は365日朝採り野菜を都会
に配送する仕組みを作り上げた。　　　　　　　　　　　　　　　　’
　このように、自問清掃教育、直送物流システムといった独自の取組で、一地方の町でも大きな実績を
有している。本研究の目的の意図は、このように一地域の取組を他の地域にも広げることで、他地域を
活性化することである。全国のすべての地域の独自の試みについて全国に広げる研究を行えば日本は活
性化されるはずである。それには、地域連携がキーワードとなる。
　平成18年度の研究は、富岡市を中心とした研究を行った。富岡と千葉県習志野市を結び付ける実験も
行った。また、富岡市だけでなく、群馬県嬬恋村も連携の考え方を重視した。嬬恋村は、千代田区とい
う行政組織との連携だけでなく、明治大学とも連携を図ろうとしているのでその事例を紹介するととも
に、その実験の効果を検証する。
第1章富岡における地域活性化
　第1節　富岡製糸場の世界遺産登録による地域活性化ω
　1．　富岡製糸場の概略
　日本の近代化における産業の勃興は、いうまでもなく明治に端を発している。その出発点は第1次産
業である。その第1次産業として、わが国の重要な産業としての蚕糸業があった。
　幕末よりの製糸は、農家による家内制手工業であった。それを明治政府が近代産業として確立するた
め、工場制手工業の形で産業を興した。そして、その工場制手工業の起源は上州富岡の富岡製糸場であ
る。
　明治大学商学部教授若林幸男教授によれば②、明治時代の外国人居留地の新聞には、マーケットの状態
を表す項目に「HANKS・MYBUSHI」と書かれている。「MYBUSHI」というのは前橋である。つまり富岡の
シルクに「HANK」というブランド名が付いたことを意味している。かの渋沢栄一の売り込みがあり、富
岡の糸は世界のシルクマーケットで評判をよび、「HANKS」はシルクマーケット市場に良質の糸を供給し
たのである。
　また、群馬県はその富岡製糸場の世界遺産登録を目指している。近年、わが国において、世界に誇れ
る文化や自然に対して、世界遺産登録が進んでいる。平成19年には石見銀山が産業遺産として登録され
ている。この富岡製糸場もその登録候補地として名乗りを上げている。富岡製糸場は先に述べたとおり、
近代日本の産業の出発点である。明治初年から10年まで、日本の輸出品の統計を見ると、生糸と繭は輸
ω富岡についての記述は次の資料の調査・研究による。
　平成19年度現地調査
　平成18年2月　富岡における明治大学シンポジウム
　　現代GP採択関連シンポジウム
　　　「富岡製糸場を核としての富岡市の街づくり」
　平成17年度明治大学リバティ・アカデミー地域経済連携支援講座1今井清二郎富岡市長講義内容
②特に第1章第1節については、富岡でのシンポジウムにおける若林幸男商学部教授の講演を参考に富岡製糸場の歴
　史についてまとめた。
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出品の8割から9割を占めている。っまり、近代日本の産業の中心は養蚕であり、その起源が上州富岡
だったことを考えると、日本の文化遺産として世界遺産に登録されるのはじっにふさわしい。平成19年
1月世界遺産暫定候補となっている。
　2．　世界遺産・富岡製糸場による観光誘致の可能性
　富岡製糸場が世界遺産に登録される運びとなれば、富岡の地域活性化に大きく寄与されることは明ら
かである。観光客の誘致、それによる経済の活性化、それがまた人口減に歯止めをかけ、地方定住につ
ながる可能性もある。
　一方、世界遺産登録が実現したとして、それのみで活性化が図れるわけではない。他の観光資源の挺
入れや商店街の整備が必要とされる。富岡製糸場を目当てに訪れた観光客に、街全体の魅力でアピール
しなければ、一回見れば十分という意識を植え付け、リピーターを呼び込めないからだ。
　富岡製糸場を核として、さまざまな魅力があることで、観光客が何度も足を運ぶ。これこそ富岡の地
域活性化が目指すところである。
　2．－1社会科見学・修学旅行による観光誘致の可能性
　社会科見学・修学旅行による観光誘致の可能性がある。富岡製糸場は社会科の教科書に必ず登場する。
現在でも県下の学校の社会科見学では富岡製糸場を行き先として候補に挙げている。しかし、世界遺産
登録となれば、候補地として挙がる可能性が大きく増すことは間違いない。
　それには、受け入れ施設が十全に整っている必要がある。宿泊先、駐車場だけでなく、鉄道、道路、
観光案内、食堂、土産物屋、街の雰囲気といったハード・ソフト両面からの充実が欠かせない。また、
見所が製糸場だけでは、なかなか誘致にっながらないことは、先にも述べた。さまざまな魅力、観光資
源の掘り起こしも必要である。
　また、体験学習の場を用意するということも考えられる。製糸場の中に総合的な博物館を整備し、そ
こに繭を集積し、それから糸をつくる、糸を引かせて布を作る、という学習である。世界遺産指定を受
けると、製糸場内での体験学習は難しいかもしれないが、そのばあい後述の「ふれあい・おもてなしセ
ンター」での学習でも良いだろう。郷土のモノを生徒に作らせる体験学習は、社会科見学・修学旅行の
重要な行事である。同時に、一般の観光客を誘致できる目玉の観光体験となりうる。
　2．－2　国定公園観光客誘致の可能性
　富岡から比較的近い場所に、妙義荒船佐久高原国定公園がある。首都圏に比較的近く、しかも新幹線
と高速道路が通っていることから、便がよく、近年観光客の人気が高まっている。そこに観光誘致の可
能性がある。せっかくだから富岡製糸場に寄ってみよう、という誘致である。逆に、富岡製糸場を見て
から国定公園に行こう、というトータルな観光計画が提案できる。世界遺産登録になれば、地域トータ
ルでの観光として富岡に誘致することが期待できる。そこで必要なのは、繰り返し述べているとおり、
さまざまな魅力である。世界遺産があり、国定公園があり、のあとに続くものである。
一145一
46　　2号2008　3月
　2．－3　交通網による観光誘致の可能性
　高速道路に観光誘致の可能性がある。高速道路が通り、インターチェンジもあることが、非常な強み
である。上信越道が整備されたことによって、富岡への連絡は非常によくなった。世界遺産登録される
ことで、この便のよさは十二分に活かされる。たとえば、軽井沢は首都圏甲信越で有数の観光地である
から、先の国定公園と同じ構図（富岡に寄ってから軽井沢へ行く）での観光客誘致が可能である。
　鉄道に関しては、富岡は残念ながら新幹線の軌道上にない。しかし、上信電鉄が通っている。富岡製
糸場の観光地としての人気が高まれば、上信電鉄の乗車率が上がり、それによって臨時列車の運行があ
る、という相乗効果が期待できる。高崎には新幹線が通っているのだから、あとは観光地としてのアピ
ールにかかっている。一足伸ばせば、国定公園、軽井沢といったバス網の整備なども誘致に一役買うだ
ろう。
第2節　地域活性化の具体案一富岡のさまざまな魅カー
　1．　農業による地域活性化
　富岡は、新鮮でおいしい農作物が潤沢にある。それも観光資源のひとつである。産地直売と直送によ
る野菜販売は、街の魅力を上げることにっながる。そこに、さまざまな工夫をすることによって、誘致
の一端を担うのである。
　その一つにJAのインショップ事業による地域活性化がある。　JA甘楽富岡では、インショップ事業を展
開し、野菜の産地直売を行っている。この認知度を高めるため、富岡製糸場にポップを置いたり、マス
コットを活用したりしている。産地で採れる野菜を新鮮なうちに購入でき、食卓に並べられる。アピー
ルポイントのひとつである。
　2．　「朝採り農産物」による地域活性化
　富岡市高瀬のJAでは、農産物を朝4時に収穫し、9時ごろ都内の小売店に「朝採り農産物」として並
べている。これが、世界遺産・富岡製糸場のイメージと重なることで、一度見に行っておいしい野菜を
食べよう、という動機付けになれば、誘致にっながる。っまり、野菜の産地を示す「富岡」と「製糸場」
が結びつく必要があるということである。
　現在では、野菜の配送車に製糸場のイラストを描いての宣伝や、取引先に納入する際「富岡に遊びに
来てください」と声かけをするなどしている。
　また、先のマスコットを活用して、都内で販売している野菜のシールに製糸場の宣伝も加える、など
といったことも誘致になるだろう。インターネットが発達している昨今、URLを記載して、生産者の顔
を見ることができると同時に観光キャンペーンも展開する、といったことが可能である。
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　3．　街づくりによる地域活性化
　先に述べたさまざまな魅力のためには「街づくり」が必要である。富岡では現在さまざまな取り組み
が行われている。
　3．－1　「ふれあいセンター」・「おもてなしセンター」の設置
　街の人々と観光客が交流できるセンターを設置中である。これは、子どもからお年寄りまで気軽に立
ち寄れる、寄り合い所のような性質の施設で、富岡製糸場をはじめ、蚕糸業、製糸業、富岡市の歴史な
どを学べる施設である。
　この施設では、ふれあい・おもてなしという名称が示すとおり、旅行に訪れた先で地元の人と一緒に
なってその地を学べ、交流が持てる。旅先での楽しみは、旅行者個人で完結しない。地元の人と何気な
く話したり、道案内をしてもらったり、あたたかい歓待を受けたりすることは、旅行での満足感を増す
重要な要素である。
　また、先に述べた、社会科見学・修学旅行の誘致にはこうした施設が不可欠である。さらに、観光に
ついても、富岡製糸場そのものを解説する施設の必要性ということがある。そのため、設置は製糸場か
ら行きやすい場所が良い。隣接ならば申し分ないが、用地の確保や予算など解決しなければならない問
題もあるだろう。
　3．－2　「あい愛プラザ」の改修
　これは、街の人々の福祉、教育のための施設である。人口減に歯止めをかけるには、住民サービスが
欠かせない。なかでも、これから大切になってくるのは福祉、教育である。日本ではこれから超高齢化
を迎えるが、それはまず地方からやってくるのである。老人福祉には特に力を入れなければならない。
逆に、乳幼児への福祉も必要であり、次代を担う子どもたちを優遇して、人口増加につなげなければな
らない。
　また、若者がどんどん都市部へ移住してしまう現状を変えるには、教育の充実が必要である。教育が
充実していれば、他地域で教育を受けさせるために転居するといったことが防げるからである。
　3．－3　「街ごと博物館」構想による地域活性化
　これは、上州富岡駅から富岡製糸場への道沿いに標識や看板を設置して、街を歩きながら街の歴史を
学ぶことが出来る、というものである。先に述べた、「ふれあい・おもてなしセンター」で学んだのち、
実際に歩いて目で確認し歴史を体感するという、街全体が歴史博物館という構想である。
　昨今では、テーマパークが大変な人気で、それをもって観光客を誘致している自治体が増えている。
しかし、新たに建設するには、莫大な予算が必要であるし、それでなければ中途半端な施設となり、赤
字を生み出すハコモノとなりかねない。そこで、新たなアイデアが「街ごと博物館」構想である。新た
な建設よりも構想が運びやすく、実現も比較的容易で、コンセプトがはっきりすれば、観光客を誘致す
ることが出来るだろう。
　具体的には、散策コースや散策バスの設置という案がある。富岡製糸場と街全体を見ることで、明治
時代を実感できる。そのような「街ごと博物館」が出来上がれば、活気に沸く富岡が想像できる。
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　3．－4　「日本一きれいな街宣言」による地域活性化
　観光地としては、街がきれいであることは欠かせないだろう。富岡では「日本一きれいな街宣言」を
表明している。この宣言において、自問清掃という自主的に行う清掃活動や、掃除に学ぶ会、5万人総ボ
ランティア運動などを行い、「日本一きれいな街」の実現を目指している。
　具体的な活動としては、マイゴミバッグなどを持ち歩き、見かけたゴミを拾い集め、市内中どこへい
ってもゴミが落ちていない街にしよう、というものがある。観光客は、地元の人が、自主的にゴミを拾
っている姿を見かけるだけで感銘を受けるだろう。また、海外の都市では、街がきれいであることをセ
ールスポイントのひとつに観光客を呼んでいるケースがある。そうした成功例は、「日本一きれいな街宣
言」の実現に、大きな動機づけとなるだろう。
　4．名物「こしね汁」による地域活性化
　JA甘楽富岡では、地元で採れる農産物を使った「こしね汁」というものを発案した。これは、富岡の
名物としてPRしてゆこうという商品である。しかし、発案して何もしないでは、全国において認知度は
あがらない。
　そこで、秋から春の寒い時期に、製糸場の脇に屋台を設置して販売し、地元新聞や地方ラジオ局など
の協力を得て地元に広め、全国に発信するといった案が考えられる。
　また、地域の交通網の主要幹線で販売する、ということも考えられる。上信越道には甘楽パーキング
エリアがあり、ここでの販売。新幹線では、高崎駅で駅弁とともに販売する、といった案が考えられる。
「お弁当の友」といったコンセプトで販売すれば、人気を呼ぶ可能性が高い。なぜなら、農産物をたっ
ぷり使った「こしね汁」であるから、お弁当だけでは野菜不足、とか、お弁当には汁物があるといい、
というニーズにマッチするからだ。
　さらに、農産物を活用した商品が増えれば、農家の農業所得は上がる。農業離れと、それによる人口
流出を防ぐことにもつながる。「こしね汁」だけでなく、もっと農産物の商品開発を進めてよいはずだ。
　5．　商店街による地域活性化
　富岡も、他地方の例のとおり、商店街が寂れている。国道沿いのロードサイドショップが抜群の集客
力で、人の流れがそちら一方になってしまっている。観光客にとって、ロードサイドショップほど味気
ないものはない。何しろ、都会と何一っ変わらない施設であるからだ。地元民には便利であっても、観
光資源としては一切アピールしない。
　そこで、地元商店街の活性化である。ひなびた商店街は、旅の情趣を誘うものである。また、近年で
は、乗用車で向かわなければならないロードサイドショップは、お年寄りの利用に向かない、というこ
とがある。たとえば、身体が不自由になっている場合、地域の商店で物が買えるとありがたい。
　商店街の活性化には、いくっかのヒントがある。まずは、商店街が自発的に動く仕組みを作ることだ。
シャッターを閉じる前に、自ら何かしてみようということである。たとえば、全国商店街見学ツアーを
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行うのはどうか。全国の活気のある商店街を見学に行くというものである。そこでは、活性化にっいて
さまざまな刺激を受けるだろう。また、今まで以上に問題意識を持つだろう。そして、訪れた先の良い
ところを取り入れ、活性化策を練るというものである。
　また、手作りホームページでの情報発信ということもある。富岡製糸場が世界遺産に登録されれば、
富岡のホームページのアクセス率は爆発的に上がるだろう。日本にとどまらず、世界中の人が見ること
になる。それを行政と並立して、商店街で観光ホームページを作るのである。ホームページの出来が集
客力になって返ってくるため、大変やりがいがある。商店街は今まで以上にがんばる気持ちが高まるだ
ろう。皆で作ることで、連帯感を持つこともある。ホームページ作りにあたって、富岡のよさを再発見
するということもある。商店街のあきらめムードを払拭する働きが生まれる。
　さらに、経営を学べる商店街というのはどうだろうか。富岡周辺の学校の生徒・学生に空き店舗事業
を委託するのである。そこでは、事業立案や店舗運営を行い、仕入れ、損益の計算を行う。それによっ
て、若者は商店街の中に滞在する。若者が商店街に入ることによって活気がでるだろう。また、高い目
標を持った人材の育成も期待できる。高齢化の歯止めや、商店街を担う人材が育つという効果まであげ
られれば成功である。
　6．　貫前神社による地域活性化
　富岡には貫前神社という神社がある。大変立派な神社であり、ここでのイベントによって地域活性化
を図るという案がある。富岡は繰り返し述べているとおり、製糸場の街であり、すなわち織物の街であ
る。そこで、7月7日の七夕の日に貫前神社のご開帳を行う。牽牛織女の織姫は機を織る姫であって、機械
女工のことも指すことから、富岡にとって7月7日が特別な日である意味づけになる。製糸場が世界遺
産になれば、内部公開が難しくなるため、その特別一般公開も7月7日に同時に行うというものである。
　富岡の7月7日を一年通していちばん大切な日とし、そこに上記ご開帳や内部公開とともに祭りやパ
レード、花火など各種イベントを集中させ、観光客を誘致し、地域活性化にっなげる。昨今、七夕祭り
を核に地域活性化のイベントを行う自治体が多い。それによって地域の名が全国に轟いているケースも
ある。地域の魅力を総動員して、どこにも負けない七夕のイベントを仕掛ける。実現可能性の高い案で
ある。
第3節　地域活性化に関わる問題点一産業廃棄物最終処分場について一
　富岡の地域活性化に、大変な障害をもたらすものとして、産業廃棄物最終処分場の問題がある。これ
は、下仁田の小坂に建設の予定がされているもので、富岡の上流に位置する。最終処分場ができると、
世界遺産認定の大きな障害になることは間違いない。また、観光イメージの悪化、農作物への悪影響な
ど、上述した観光計画のすべてが水泡に帰してしまいかねない大きな問題である。
　ここで、産業廃棄物の問題を扱うことはしない。ただし、地域活性化を目指すなら、富岡においては
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その誘致が適切かの議論を十分行って欲しい、と述べるに留める。
第4節　何度も訪れたい町とは
　明治大学リバティアカデミー講座受講者代表庭野静雄氏の見解をもとに何度も訪れたい町についての
提言をまとめてみよう。
　このキーワードの第一はやはりシルクである。製糸場が産出するのはシルクだが、このまちは近代化
遺産といってよい。富岡製糸場のシルクは140年ぐらい前からの始まりであるが、日本では製糸場がで
きる2000年ぐらい前からすでに糸を作っていた。蚕養蚕、それから糸を取る、絹を織る。これはもう、
日本最古の、日本初期から行われていた。上野の国から非常にいい絹が税金として奈良京・平安京に送
られているというような歴史があった。したがって、シルクというのはここの最大のキーワードである。
　いまでも生活では衣食住という。衣というのは、第一番目にでてくる重要な位置にある。2000年以上
の歴史をもって作られている、それだけでも大変なことである。
　提言のひとつとして、商店街を、シルクロードと呼ぶのもよいであろう。シルクロードとは絹の道と
いうことであるが、シルクロードというのはまねであるので、シルク道路でもいいのではなかろうか。
とにかく富岡の市の中心こういうようなところで、食べられる、買い物ができる、そういうようなこと
ができれば地域活性化につながるであろう。
第5節　広域連携支援による地域活性化（3）
　1．富岡と実籾コミュニティロード商店街のコラボレーション①
　明治大学商学部水野研究室は、習志野市商店街活性化研究プログラム事業に応募し、採択された。対
象とした商店街は、実籾コミュニティロード商店街である。ここで、富岡の地域活性化とのコラボレー
ションを企画した。広域連携支援である。
　実籾の商店街では、生鮮食料品、とくに野菜を購入できる店舗がない、ということがあった。近隣の
住民は高齢化が進んでいて、地元の商店街で野菜が購入できるメリットは高い。そこで、平成17年富岡
野菜の販売を試みた。
　当時の富岡の今井清二郎市長に全面的なバックアップを得て、農園を紹介してもらい、野菜を仕入れ
た。仕入れるにあたって、念頭に置いたのは、実籾の地域に高齢者が多いことと、野菜の旬、どのよう
に利益を上げるのかという方法であった。トマト、キュウリ、ジャガイモなどを仕入れ、全国的に有名
な富岡の農場の鶏卵も仕入れた。
（3｝平成18年度、19年度習志野市商店街活性化パートナーシップ事業に協力。その際の調査・研究である。
　明治大学商学部の水野研究室では、平成17年度に習志野市の大学による商店街活性化事業である「商店街活性化
　プログラム」に参加して以来、習志野市実籾コミュニティロード商店街に商学研究の実験場所として協力いただい
　ている。平成19年度は、京急・京成ラインの連携を図り、商店街の納涼祭で、神奈川県三浦市、千葉県成田市の
　産物を活用した商品を開発し、販売実験を行った。
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　野菜の販売のほか、手作りこんにゃくの実演販売も行った。これには、高齢者向けの商品であるとい
うことのほか、子どもたちにも喜んでもらうというねらいがあった。
　そして、6月の2日間を野菜市とし、産直販売を行った。予想を上回る集客で、実籾地区の住民に大変
歓迎され、満足してもらった。これには、富岡の新鮮な野菜が欠かせなかったのであり、コラボレーシ
ョン・広域連携支援は大成功だった。
　2．富岡と実籾コミュニティロード商店街のコラボレーション②
　実籾コミュニティロード商店街では、11月に実籾ふれあい祭りというイベントを開催している。ここ
でも、活性化研究プログラムを実践し、先述したこんにゃくの実演販売を行った。前回同様、高齢者向
けで活気が出て、子どもも喜ぶということから、再販売を行った。
　祭りでは、さらに一工夫ということで、黒蜜と黄な粉をまぶして、ワラビモチ風にするという、意外
性と話題性を持たせた。これをワンコインの100円で販売したところ、意中の結果を得た。高齢者の評
判が高く、こんにゃくを用いたというヘルシーさから他の住民の反応もよく、予定の販売数を達成でき
た。
　これも、富岡より仕入れたこんにゃくが欠かせなかったのであって、地域を広域に連携して支援した
イベントの成功ということであった。
　3．　広域連携支援の必要性
　富岡と実籾を組み合わせた背景にあったのは、産官学民の連携である。すなわち、富岡の農業・実籾
の商店街＋富岡市・習志野市の行政＋明治大学＋地域住民という連携である。これからの地域活性化で
は、産官学民のいずれか単独では、なかなか成功に結びっきにくい。っまり、行政が地域活性化のアイ
デアを募り、大学が知の集積を活かしてアイデアを練り、地域の産業が協力をし、住民が参加するとい
った構図である。連携によって、そのアイデアは倍化して効果を発揮する。そこに連携支援の意義があ
るのだ。
　また、連携は広域であるのが望ましい。単独が成功に結びっきにくいのは上記と同様である。地方は
都市との交流・循環に活路がある。現代においては、どうしても都市部に人ロが集中してしまう。その
都市部の人々が、多く観光に訪れる、また、週末にUターンする。あるいは完全にUターン、あるいは
田舎暮らしの1ターンや、Jターンもいい。そういった、都市部の人々をどのような形でも、誘致するの
が地方の活性化につながる。そこで、地方と都市との広域連携である。先の実籾のケースでは、富岡と
習志野、そして明治大学のある千代田と三角形の広域連携を成し、イベントを活気づける助力となった。
こうした連携をいくつも結んで、日本全国をネットワークできれば、高齢化・人口減・過疎といった深
刻な問題の解決につながるように考えられる。
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　4．　実験商学の実践
　前記のような広域連携支援の実働部隊として、学生が活躍するのは、商学部の実験商学の実践におい
てまことに望ましい。実籾においては、店舗の事業立案・運営において、学生が自ら考案したものであ
る。仕入れ・損益の計算などを実学で学ぶことが出来る。これは、地域が学生を教育する、という側面
ももつのであって、地域活性化を目指す中で、人材育成にもつながっている。つまり、地域活性化と人
材育成の循環作用によって、スパイラル上昇を描くという構図である。
　学生という人材は地域活性化を図る中で、実学を学び、問題の深刻さを考え、その解決を考えながら
社会に出てゆく。地域は学生とともに活性化の道筋を考え、達成し、社会に出た学生を内包してゆく。
こうした人材育成型の地域活性化である実験商学もまた、日本における深刻な地方格差社会を解決の方
向に導く手立てであると考えられる。
　さらに、こうした手法は、ニート・引きこもりといった、潜在的な人材の育成にも援用できるが、そ
れはまた別の場で論述することとする。
第2章嬬恋村における地域活性化
　第1節　嬬恋村との連携概要
　群馬県嬬恋村との連携は、大学の力で地域の経済を活性化する、という企図である。すなわち、過疎
化にある地域を、大学の商学における学問的集積、マンパワーとしての学生のカを使って活性化すると
いうものである。
　また、逆に地域の力が大学生の教育をする、という企図もある。農水産業の生産動向や特徴、流通シ
ステムの変化と影響、地域の新商品など生きた教科書を使って、学生が学ぶ。っまり、大学生が街づく
りを学び実践する、いわば実験場ということである。
　以上のことから、これは、農業・工業・商業・サービス業といった各種産業、明治大学、地方自治体、
地域住民の産学官民連携を確立し、地域の活性化と学生の学びを循環させる、人材育成型の地域問題解
決プログラムといった内容である。この構図は、先述した富岡の広域連携支援による地域活性化と同様
である。
　先述の、連携が広域であるのが望ましいことを嬬恋の連携においても適用し、嬬恋村＋千代田区とい
う連携を確立した。そもそも、嬬恋と千代田は姉妹都市関係にあり、都心に嬬恋村のアンテナショップ
を開店しようと企画していた嬬恋村と、空き店舗対策事業としてふれあい通り商店街に青果店を誘致し
ようと考えた千代田区の思惑が一致して実現したものである。そこに、青果店を必要とする神田地区の
住民の要望を受け、千代田に本部キャンパスを持つ明治大学が媒材となり、また商学における学問的集
積と学生のマンパワーを供給する役割を請け負って、産学官民連携が成立した。
　波及したニーズも請け負った。古民家再生事業と、それにともなう農家体験ツアー、グリーンツーリ
ズム、っまごい祭りへの学生屋台の出店、テレビ会議といった地域活性化策である。
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第2節　地域活性化の具体策
　1．　ふれあい神田市場ω
　千代田の神田ふれあい商店街は、シャッターを下ろした商店が目立ち、人通りが少なく、客足が遠の
いていた。また、過疎化による活気の低下に悩む嬬恋村は、都心にアンテナショップを開店し、産地直
送の野菜を販売したいと考えていた。そこに、商店街地域活性化事業を施策としていた千代田区の思惑
が一致し、明治大学が媒材となることによって、嬬恋村のアンテナショップ、ふれあい神田市場を商店
街に開店する運びとなった。
　ここでは、嬬恋村からの産地直送野菜を安く販売するということをコンセプトに事業を運営している。
地域住民からの評判は高く、一日平均90－100人の来店者があり、約5万円を売り上げている。これは、
周辺の青果店2倍近い販売実績である。
　商店街に寄与したこととしては、ふれあい神田市場を開店してから、それまで7件あった空き店舗が
活性化により、すべての店舗のシャッターが開いたことにある。また、これまで商店街に少なかった主
婦層の取り込みに成功したということもある。
　今後の課題は、まず、補助金なしでの事業運営の自立が到達点である。したがって、独立採算制を敷
くことが出来れば成功である。そのためには、青果品目の充実が欠かせないが、嬬恋以外の地域の野菜
を多くしては、他の青果店と差が出ない。嬬恋産にこだわり、その新鮮さで差別化を図り、収益の増加
を図るという案が必要である。ふれあい神田市場に置く野菜は、通常の流通ルートを利用しないので、
新鮮さにこだわることが可能だからである。神田地区には飲食店が多い。それらの店舗が、ふれあい神
田市場のこだわり野菜を購入し、新鮮さをセールスポイントとしてもらうことで、売り上げの増加と、
収益性の向上が目指せるというわけだ。
　次に、自治体からの補助金を受けての事業であり、これまでの実績として他の青果店より売り上げて
いるため、民業圧迫であるという指摘を受けている。これにっいては、補助金を受けているため、大幅
な利益を追求していないということがある。また、現在の収支は補助金を含めて、プラスマイナスゼロ
であるということがある。補助金を受けている間は、主たる目的が地域活性化であるので、プラスにな
る必要はない。さらに、品数を増やさず、村外産を多くしないことで、普通の青果店との差別化を図る
ということがある。他の青果店は、ふれあい神田市場にないものが売り上げになるはずである。逆に、
それがセールスポイントになるということもある。
　三つ目に、産学官民の連携で陥りがちな、「事業を行うこと自体で満足してしまう」ということになっ
ていないか、ということである。これについては、実効性を持たせるため、継続して利益を確保できる
仕組みの構築が必要であるだろう。
　産学官民による地域連携・活性化のひとっの到達点は、自立した商工業を育てる、ということである。
ω平成16年度千代田区空き店舗活用支援事業にて経営を始めた、明治大学商学部と嬬恋村との共同店舗を活用しての
　研究成果である。
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そのことによって、活気ある地域が自立しているということにつながるからである。ふれあい神田市場
の役割は、独立採算制の確立した商業としてのアンテナショップを通じて、地域活性化を自立へと向か
わせることである。
　2．古民家再生事業㈲
　ふれあい神田市場での連携の成功から、新たに企画されたのが、嬬恋村にある築200年の古民家を農
家民宿として再生する事業である。これは、再生した古民家を拠点に農村体験を提供し、都市住民を呼
び込むという地域活性化構想である。
　ここでの連携先は都内の建築系専門学校・中央工学校と地元の観光協会である。中央工学校は日本古
民家再生リサイクル協会の指導を仰ぎながら、授業の一環として設計を行い、観光協会は民宿の管理運
営にあたる。
　この事業では、再生した古民家を使った農家民宿でのグリーンツーリズムに評判を集め、観光資源の
一端となり、人の誘致に力を入れるとともに、嬬恋村定住希望者を多く集めて過疎化の解消を図る、と
いうのが最終的な狙いである。
　3．　学生の体験農業
　これは、嬬恋村より村の活性化策を学生の視点で考えてもらいたい、という提案から、嬬恋村に学生
用の田畑が提供されたことから始まった。「学生畑」の取り組みを始めた。定期的に学生が村を訪れ、施
肥や草刈り、収穫などの農作業を行う。学生が農作業をカバーすることによって、耕作放棄対策にもな
り、村民との交流を通じて、過疎や高齢化など、地域活性化による課題解決への第一歩である。
　今後の課題は、学生による定期的な訪問の回数を増加させ、自主的な訪問も誘発することなどである。
訪問の回数が増えれば、若者が嬬恋に入るため、村が活気づき、また耕作放棄の未然の防止に一役買う
だろう。さらに、農作物をふれあい神田市場に卸す、という事業のリンケージをすることも考えられる。
　4．　つまごい祭り・学生屋台
　過疎化に悩む嬬恋村では、地域活性化策として、つまごい祭りが毎年開催されている。これに、明治
大学の学生が現地に入ってイベントを行った。活性化策の一環を担ったものである。
　青年層の少ない過疎化地域である嬬恋村では、都会の学生がイベントを行うことによって祭りに活気
が出て、大変よろこばれた。嬬恋村との連携が始まって以来、つまごい祭りには、学生が定期的に参加
している。
　平成18年、19年のっまごい祭りでは、明治大学農学部が育てた作物によってコロッケ・串カツと無農
薬・有機栽培を施した落花生・お茶を販売した。コロッケと串カツは揚げたてを販売し好評を博した。
なお、物品の販売は、地域活性化のための事業であるので、最低限の収益性のみ確保した。値段設定と
〔5）嬬恋村が進める古民家再生事業に協力し、調査・研究を行った。
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同時に金銭の取り扱いの簡便さも考慮し、ワンコイン、できればツーコインまでという金額設定にこだ
わって販売した。
　今後は、いっそうよろこばれて、なおかつ安価な販売品目を増やし、交流機会も増やすことが検討課
題である。
　5．　テレビ会議
　嬬恋の地域活性化策でITを活用する取り組みを考案した。インターネットを利用したテレビ会議シス
テムを適用するという取り組みである。村役場と東京都内を結ぶ「ふるさと相談窓口」を開設して、村
への観光情報の発信や定住相談などに幅広く利用してもらうのだ。嬬恋で高原農業を体験しながら、悠々
自適なセカンドライフを送りたい人に利用してもらうといった利用を目指している。
　これまでのところ、実験として、嬬恋村東中学校と千代田区で「ふれあい神田市場」を共同運営する
明治大学を結んだ情報交換会を開いた。農業を生かした観光振興策などを学生が提言するなどして大い
に盛り上がった。感想では「電話やメールと違って相手の表情がわかり、熱意が伝わる」としたものが
多く、その有効性が確認された。
　また、観光情報の提供により、嬬恋村の観光客誘致につなげ、村の活性化を図るねらいもある。
　今後は、「ふるさと相談窓ロ」の開設実現が、なによりの課題である。開設については現在めどが立っ
ている。実現のうえ、窓ロの利用者増、それによる嬬恋村観光客の誘致と人数の増加、定住希望者の増
加が目標である。
第3節　嬬恋の地域活性化全体における課題
　全体を通しての大目標は、嬬恋村をいかに活性化してゆくかということである。
　嬬恋村は過疎と高齢化の問題を抱えているため、活性化が急務だ。その過疎化に歯止めをかけること
が解決しなければならない第一歩だろう。そして、明治大学が請け負う活性化策のそれぞれの事業をリ
ンケージして、嬬恋村に活気と定住希望者の増加をもたらすのが最終的な目標となる。
　それには、ふれあい神田市場に賑やかさとたくさんの来客があるごと、古民家再生事業におけるグリ
ーンツーリズムにたくさんの参加者があること、学生の体験農業を自主的な活動とすること、つまごい
祭りにたくさんの学生が訪れること、「ふるさと相談窓口」の実現、と前段にたくさんの課題が挙がって
いた。
　広域連携支援の意義に立ち戻れば、学生が地域を支援し、地域が学生を育てるということである。学
生は、嬬恋村を支援することで、自分自身の成長を促す。実験商学の実践ということを念頭に置いて、
地域活性化を通じて商学を修めることが出来れば、一挙両得である。
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　このように、誰も気づいていない、優れた連携、優れた地域の政策が行われており、それを紹介し、
それが広がっていく効果を検証する必要がある。
　その方法のひとつは、嬬恋村のように、地域が独自に連携を広げていく努力をすることである。千代
田区の天下祭り、雪祭りなどに協力するだけでなく、千代田区からの小学生の受け入れも積極的に行っ
ている。キャベツやジャガイモのなえつけや収穫を、千代田区の公立の小学生は全員が経験する。この
ように出て行っての活動、受け入れての活動をバランスよくこなしているのは、地域同士の連携として
の成功例ではないだろうか。
　連携を促進するもうひとっの方法は、大学がかかわることである。従来の大学はその調査研究を行う
だけであったが、実験を通してその結果を検証するのも大学のひとつの役割だと考えている。今後の大
学のあり方は、地域との連携の研究を主とし、かつ実験を通しての地域の活性化が重要となる。これが、
大学の社会貢献といわれるものであろう。
　明治大学は、商学部の文部科学省支援事業の現代GPをはじめ多くの地域連携を始めている。ただそれ
が、単発的な事業として終わるのではなく、その効果の検証を十分行い、富岡市、習志野市、嬬恋村だ
けでなく、より広い地域で展開できるようにしていくべきである。これが、今後の大学に課せられた使
命である。
　本研究の最も重要な点は、地域が独自に努力しての地域連携促進ということの大切さを再認識すると
ともに、このような仲介役の大学の役割を認識することにある。今回は、大学の新たな役割の研究にま
で深く入れなかったが、今後はそれが必要である。
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